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最
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の
巻

　今回は、市内から発見された古い木綿布をもとに作成したものを展示します。
　また、展示室内で機織りの体験も行いますので、ぜひお越しください。
展 示・体験期間　3月 11日（水）～ 29日（日）　※月・火曜日、祝日は休館
時 　間　午前10時～午後5時（入室は午後4時 30分まで、29日は午後４時まで）
ところ　教育文化会館（歴史民俗資料展示室）

特別展「機織教室作品展」

　

戦
国
時
代
、
私
部
城
は
重
要
な
城

で
し
た
が
、
本
能
寺
の
変
の
頃
か
ら
、

戦
い
の
舞
台
と
し
て
登
場
し
な
く
な

り
ま
し
た
。そ
の
後
、
江
戸
時
代
に
な

る
と
、
私
部
城
跡
は
農
地
と
し
て
利

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

城
主
で
あ
っ
た
安
見
氏
は
動
乱
の

中
、
他
の
地
に
移
動
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
伝
承
は
長
く
地
元
に
残

り
ま
し
た
。江
戸
時
代
に
代
官
・
庄

屋
を
務
め
た
北
田
家
に
は
、
安
見
氏

に
仕
え
て
城
を
守
り
奮
戦
し
た
と
い

う
、
活
躍
を
伝
え
る
文
書
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。北
田
家
の
一
家
が
現
在

も
住
ん
で
い
る
私
部
の
「
北
田
家
住

宅
」（
上
写
真
）は
、江
戸
時
代
の
豪
壮

な
屋
敷
で
、
国
指
定
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
に
作
成
さ
れ
た

「
安
見
系
譜
」
と
い
う
古
文
書
で
も
、

交
野
の
安
見
氏
に
つ
い
て
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。こ
の
文
書
に
は
歴
史
的

に
正
確
で
は
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
江
戸
時
代
に
も
交
野
に
私
部
城

と
安
見
氏
の
存
在
感
が
あ
っ
た
こ
と

女の城 ・私部城

　「室
む ろ ま ち ど の に っ き

町殿日記」や地元の古文書で伝えられる私部城の呼
び方の一つとして、「後

ご け

家が城
しろ

」というものがあります。後
家とは安見右近の死後に残された妻のことです。歴史上、
右近の次に城主を務めたのは右近の右腕的存在であった
新七郎ですが、後家は右近のまだ幼かった息子を支え、家
中を取り仕切る上で大きな存在であったのでしょう。

が
分
か
り
ま
す
。こ
う
し
た
伝
承
は

「
交
野
町
史
」「
交
野
市
史
」
な
ど
に

引
き
継
が
れ
、
世
に
広
く
知
ら
れ
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

交
野
の
地
元
の
人
々
に
よ
り
城
跡

の
歴
史
が
伝
え
ら
れ
、
農
地
と
し
て

開
発
か
ら
守
ら
れ
続
け
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
私
部
城
の
歴
史
は
今
日
ま

で
残
さ
れ
て
き
ま
し
た
。現
在
で
は
、

良
好
に
伝
え
ら
れ
た
戦
国
時
代
の
平

城
跡
と
し
て
、
西
日
本
で
も
貴
重
な

場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

北田家住宅北田家住宅


